
閣 議 及 び 閣 僚 懇 談 会 議 事 録 

開催日時：令和７年２月２５日（火）    ８：２１～８：２９ 

開催場所：総理大臣官邸閣議室 

出 席 者：石 破 茂 内閣総理大臣 

村 上 誠一郎 国務大臣（総務大臣） 

鈴 木 馨 祐 国務大臣（法務大臣） 

岩 屋 毅 国務大臣（外務大臣） 

加 藤 勝 信 国務大臣（財務大臣、内閣府特命担当大臣） 

あ べ 俊 子 国務大臣（文部科学大臣） 

福 岡 資 麿 国務大臣（厚生労働大臣） 

江 藤 拓 国務大臣（農林水産大臣） 

武 藤 容 治 国務大臣（経済産業大臣、内閣府特命担当大臣） 

中 野 洋 昌 国務大臣（国土交通大臣） 

浅 尾 慶一郎 国務大臣（環境大臣、内閣府特命担当大臣） 

中 谷 元 国務大臣（防衛大臣） 

林 芳 正 国務大臣（内閣官房長官） 

平 将 明 国務大臣（デジタル大臣、内閣府特命担当大臣） 

伊 藤 忠 彦 国務大臣（復興大臣） 

坂 井 学 国務大臣（国家公安委員会委員長、内閣府特命担当大臣） 

三 原じゅん子 国務大臣（内閣府特命担当大臣） 

赤 澤 亮 正 国務大臣（内閣府特命担当大臣） 

城 内 実 国務大臣（内閣府特命担当大臣） 

伊 東 良 孝 国務大臣（内閣府特命担当大臣） 

陪 席 者：橘 慶一郎 内閣官房副長官 

青 木 一 彦 内閣官房副長官 

佐 藤 文 俊 内閣官房副長官 

岩 尾 信 行 内閣法制局長官 

閣議案件：別添案件表のとおり。 

○一般案件       ９件 

○国会提出案件     ５件 

○法律案        １件 

○人事         ２件 

いずれも、案件表のとおり、決定となった。 
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議事内容： 

○林国務大臣：ただ今から、閣議を開催いたします。 

まず、閣議案件について、青木副長官から御説明申し上げます。 

○青木内閣官房副長官：一般案件等について、申し上げます。まず、「日・ウクライナ 
租税条約」外７件の条約の締結につき、国会の承認を求めることについて、御決定

をお願いいたします。ウクライナ、トルクメニスタン及びアルメニアとの各「租税

条約」は、所得に対する租税に関する二重課税の除去及び脱税の防止のための措置

等について定めるものであり、「日・インドネシア経済連携協定改正議定書」は、 
関税撤廃や引下げの対象となる物品の拡充等、現行協定の改正を行うものであり、

チェコ及びルクセンブルクとの各「航空協定」は、指定航空企業が運営可能な路線

のほか、運賃に関する手続き等について定めるものであり、「日・フィリピン部隊間

協力円滑化協定」は、一方の国の部隊が他方の国を訪問して協力活動を行う際の手

続や部隊の地位等について定めるものであり、「日・イタリア物品役務相互提供協

定」は、両国間の安全保障協力を促進するため、日本国の自衛隊とイタリア軍隊と

の間における物品役務提供について、基本的な条件を定めるものであります。 
  次に、恩赦１件について、御決定をお願いいたします。刑の執行の免除を行うも

のであります。 
  次に、質問主意書に対する答弁書５件について、お手元の資料のとおり、御決定

をお願いいたします。 
  次に、法律案について、御決定をお願いいたします。「ＧＸ推進法及び資源有効利

用促進法の一部改正法案」は、ＧＸを推進するため、二酸化炭素の排出量取引制度

の法定化や、資源循環強化のための制度の新設等の措置を講ずるものであります。 
  次に、人事案件について、申し上げます。まず、衆議院議員松島みどりに、ウル

グアイ国大統領就任式典に参列する特派大使を命ずることについて、御決定をお願

いいたします。 
  次に、赤木孝志外１４４名の叙位又は叙勲について、御決定をお願いいたします。 
○林国務大臣：これをもちまして、閣議を終了いたします。 

引き続き、閣僚懇談会を開催いたします。 
御発言はございますか。 
無いようですので、以上をもちまして、閣僚懇談会を終了いたします。 
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令和７年 

２月 25日 

 

◎ 一 般案 件 

 ○ 所得 に 対す る 租税 に 関す る 二重 課 税の 除 去並 び に 

    脱 税及 び 租税 回 避の 防 止の た めの 日 本国 政 府と ウ 

ク ラ イ ナ政 府と の 間の 条 約の 締 結に つ いて 国 会の 

承 認 を 求め るの 件 （決 定 ）      （外 務 省） 

〃  ○ 所 得に対 す る租 税 に関 す る二 重 課税 の 除去 並 びに 

脱 税 及 び租 税回 避 の防 止 のた め の日 本 国と ト ルク 

メ ニ ス タン との 間 の条 約 の締 結 につ い て国 会 の承 

認 を 求 める の件 （ 決定 ）        （ 同 上） 

〃  ○ 所 得に対 す る租 税 に関 す る二 重 課税 の 除去 並 びに 

脱 税 及 び租 税回 避 の防 止 のた め の日 本 国と ア ルメ 

ニ ア 共 和国 との 間 の条 約 の締 結 につ い て国 会 の承 

認 を 求 める の件 （ 決定 ）        （ 同 上） 

〃  ○ 経 済上の 連 携に 関 する 日 本国 と イン ド ネシ ア 共和 

国 と の 間の 協定 を 改正 す る議 定 書の 締 結に つ いて 

国 会 の 承認 を求 め るの 件 （決 定 ）    （ 同 上） 

〃  ○ 航 空業務 に 関す る 日本 国 とチ ェ コ共 和 国と の 間の 

協 定 の 締結 につ い て国 会 の承 認 を求 め るの 件 

（ 決 定 ）               （ 同 上） 

〃  ○ 航 空業務 に 関す る 日本 国 とル ク セン ブ ルク 大 公国 

と の 間 の協 定の 締 結に つ いて 国 会の 承 認を 求 める 

の 件 （ 決定 ）             （ 同 上） 

〃  ○ 日 本国の 自 衛隊 と フィ リ ピン の 軍隊 と の間 に おけ 

る 相 互 のア クセ ス 及び 協 力の 円 滑化 に 関す る 日本 

国 と フ ィリ ピン 共 和国 と の間 の 協定 の 締結 に つい 

て 国 会 の承 認を 求 める の 件（ 決 定）   （ 同 上） 

〃  ○ 日 本国の 自 衛隊 と イタ リ ア共 和 国の 軍 隊と の 間に 

お け る 物品 又は 役 務の 相 互の 提 供に 関 する 日 本国 

政 府 と イタ リア 共 和国 政 府と の 間の 協 定の 締 結に 

つ い て 国会 の承 認 を求 め るの 件 （決 定 ）（ 同 上） 

☆ 恩 赦 につ いて （ 決定 ）       （内 閣 官房 ） 

（ 火 ）  閣 議 案 件 

資 料  
あ り  

資 料  
な し  
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◎ 国 会 提出 案件 

       1.衆 議 院議 員 竹上 裕 子（ 保 守） 提 出外 国 人に よ 

る 運 転 免 許証の 切 替制 度 の悪 用 防止 に 関す る 

質 問 に 対 する答 弁 書に つ いて （ 決定 ） 

（ 警 察庁 ） 

 ○  1. 参 議院 議 員山 本 太郎 （ れ新 ） 提出 消 費税 負 担 

が 事 業 者 の資金 繰 りを 悪 化さ せ 倒産 の 要因 と 

な っ て い る可能 性 等に 関 する 質 問に 対 する 答 

弁 書 に つ いて（ 決 定）      （ 財 務省 ） 

1. 参議 院議 員浜 田 聡（ Ｎ 党） 提 出社 会 保険 料 の 

事 業 主 負 担に関 す る政 府 見解 の 整合 性 に関 す 

る 質 問 に 対する 答 弁書 に つい て （決 定 ） 

（ 厚 生 労働 省） 

1. 参議 院議 員浜 田 聡（ Ｎ 党） 提 出終 末 期医 療 に 

関 す る ガ イドラ イ ン及 び 事前 指 示書 の 法的 拘 

束 力 に 関 する質 問 に対 す る答 弁 書に つ いて 

（ 決 定 ）             （ 同上 ） 

1. 参議 院議 員山 本 太郎 （ れ新 ） 提出 政 府備 蓄 米 

の 放 出 及 び低所 得 世帯 等 に対 す る無 料 交付 に 

関 す る 質 問に対 す る答 弁 書に つ いて （ 決定 ） 

（ 農 林 水産 省） 

 

◎ 法 律案 

 ○ 脱炭 素 成長 型 経済 構 造へ の 円滑 な 移行 の 推進 に 関 

す る 法 律及 び資 源 の有 効 な利 用 の促 進 に関 す る法 

律 の 一 部を 改正 す る法 律 案（ 決 定） 

（ 内 閣 官房 ・財 務 ・経 済 産業 ・ 環境 省 ） 

 

◎ 人  事 

 ○ 衆議 院 議員 松 島み ど りに ウ ルグ ア イ国 大 統領 就 任  
式 典 に 参列 する 特 派大 使 を命 ず るこ と につ い て  
（ 決 定 ）  
 

資 料  
あ り  

資 料  
あ り  

資 料  
あ り  
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 ☆ 元警 視 監赤 木 孝志 外 １４ ４ 名の 叙 位又 は 叙勲 に つ

い て （ 決定 ）

〔 ○ 署名 あ り ☆ 署名 な し〕

資 料
あ り
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